大阪府生物多様性地域戦略の中間見直しについて令和８年３月
みどり企画課
資料１

●概要
生物多様性は私たちの暮らしには欠かすことができないものであり、生物多様性から得られる様々な恵みを、将来世代も含めた全ての人が受けられるようその維持・充実を図る取組を計画的に推進するため、「2030大阪府環境総合計画」（計画期間：2021年度～2030年度）における生物多様性分野の個別計画として、生物多様性基本法第13条の規定に基づき、「大阪府生物多様性地域戦略」を令和４年３月に策定した。
本戦略では「全てのいのちの共生」を2030年の実現すべき姿とし、その実現に向けて、「生物多様性の理解と生物多様性に資する行動の促進」、「自然資本の持続可能な利用、維持・充実」及び「生物多様性に資する仕組みづくりの推進」の３つの取組方針に基づき施策・事業を進めてきた。
その後、「昆明・モントリオール生物多様性枠組」の採択、国においては、「生物多様性国家戦略2023～2030」を策定し、国の基本方針が改訂され、目標や基本的施策についても変更・拡充された。
本戦略においても策定から４年が経過し、国の基本方針の改訂をはじめ、これまでに府が、事業者・市町村・大学や府民等と連携し、推進してきた取組の成果などを踏まえ、計画中間年である令和8年度に見直しを行う。

●スケジュール
〈令和７年〉
１２月１日	大阪府環境審議会本審（諮問）

〈令和８年〉
３月２３日	令和７年度第２回大阪府環境審議会生物多様性地域戦略部会（審議）
・生物多様性保全の現状
６月	令和８年度第１回大阪府環境審議会生物多様性地域戦略部会（審議）
・将来目標の検証と見直し
・生物多様性保全状況を踏まえた施策の方向性
・施策体系及び基本的施策
８月	令和８年度第２回大阪府環境審議会生物多様性地域戦略部会（審議）
・計画の構成
・部会報告（素案）
１０月	令和８年度第３回大阪府環境審議会生物多様性地域戦略部会（審議）
・部会報告（案）
１２月	大阪府環境審議会本審（答申）
１月	パブリックコメント募集
３月	公表


●検討内容と工程
Ｒ７
第２回

STEP1　現状把握・課題整理
①国際的な動向
・新たな価値評価（Nature Futures Framework）
・昆明モントリオール生物多様性枠組
②国の取組
・生物多様性国家戦略2023-2030とその中間評価
③府の取組
・モニタリング指標
・重点取組項目の実施状況
・府民の評価と市町村の現状（アンケート調査）
④自然環境の評価
Ｒ８
第１回

・自然環境の損失状況（レッドリスト掲載種等）
・生物多様性の危機要因の現状の整理
⑤社会的背景
・大阪・関西万博のレガシー
・全国豊かな海づくり大会　　など
STEP2　2050年の将来像の設定
Ｒ８
第２回

本戦略独自の将来像を設定（府民アンケートを参考とする）
STEP3　2030年の実現すべき姿と目標の見直し
本戦略の目標をより具体的に設定
各主体（行政、府民、事業者など）の取組むべき方向性を提示
STEP4　基本方針の見直し
３つの取組方針を国内外の動向を踏まえて見直し
各主体が取組むべき行動を提示
STEP5　評価指標の設定
取組方針ごとに評価指標を設定
STEP6　重点取組項目の見直し
府として重点的に取り組む項目について、項目ごとに解説
新規の取組の検討
STEP7　関連施策の整理
他部局を含めた関連施策を整理
Ｒ８
第３回

STEP8　とりまとめ
地域戦略としてとりまとめ
STEP9　答申・パブリックコメント

STEP10　公表
